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令
和
8
年    

賀
詞
交
歓
会    

挨
拶　

　
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
し
い
年
の
始
ま
り
を
健
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　
本
日
は
、
一
般
社
団
法
人
大
阪
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会　
賀
詞
交

歓
会
に
ご
列
席
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
正
月
明
け
の

何
か
と
お
忙
し
い
中
、
ご
来
賓
の
皆
様
を
は
じ
め
、
こ
の
よ
う
に
多
く

の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
今

年
は
午
年
（
う
ま
ど
し
）
で
あ
り
ま
す
。
午
は
成
長
や
成
功
、
繁
栄
の

象
徴
と
し
て
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
干
支
は
丙
午

で
、「
丙
」
は
、
明
る
い
光
が
広
が
り
、
物
事
が
形
に
な
っ
て
い
く
と
い

う
意
味
が
あ
り
、「
午
」
に
は
勢
い
よ
く
、
前
へ
進
む
力
が
宿
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
一
年
が
、
皆
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
に
と
っ
て
、

そ
し
て
業
界
全
体
に
と
っ
て
も
、
明
る
さ
と
前
向
き
な
力
に
満
ち
た
、

心
強
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
て
、
正
会

員
の
皆
様
、
賛
助
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
旧
年
中
、
ひ
と

か
た
な
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
希
望
に
満
ち
た
令
和
8
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
飛

躍
と
充
実
の
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
昨
年
、
４
月
13
日
か
ら
10
月
13
日
ま
で
の
半
年
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
は
、
わ
が
国
に
と
っ
て

新
た
な
未
来
社
会
の
扉
を
開
く
、
歴
史
的
な
催
し
で
あ
り
ま
し
た
。
世

界
各
国
か
ら
注
目
を
集
め
る
中
、
本
協
会
の
正
会
員
７
社
に
よ
る
共
同

事
業
体
が
、
会
場
の
清
掃
管
理
業
務
お
よ
び
設
備
管
理
業
務
を
受
託
し
、

万
博
の
成
功
を
支
え
る
一
翼
を
担
い
ま
し
た
。
酷
暑
の
中
に
あ
っ
て
も

一
人
ひ
と
り
が
使
命
感
を
胸
に
、
昼
夜
を
問
わ
ず
現
場
を
守
り
抜
き
、

全
日
程
を
無
事
故
・
無
災
害
で
完
遂
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
称
賛
に

値
す
る
成
果
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
成
果
は
、
現
場
の
従
業
員
、
技
術
者
、

監
督
者
を
は
じ
め
、
全
て
の
関
係
者
の
不
断
の
努
力
と
情
熱
の
結
晶
で

あ
り
、
ま
た
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
真
価
」
を
広
く
社
会
に
示
す

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
協
会
を
代
表
し
て
、
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
未
来

へ
の
礎
と
す
る
た
め
、
当
協
会
で
は
現
在
、「
大
阪
・
関
西
万
博
記
念
誌
」

の
発
刊
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
正
会
員
、
賛
助
会
員
の
皆
様
の
ご
協

賛
を
仰
ぎ
、
関
係
各
社
が
果
た
さ
れ
た
役
割
や
現
場
の
奮
闘
の
軌
跡
を

丁
寧
に
記
録
し
、
次
代
へ
と
継
承
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
多
大
な
る

協
賛
を
頂
き
ま
し
た
事
に
、こ
の
場
を
お
借
り
し
、

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
本
記
念
誌
は
単
な
る
報
告
書
で
は
な
く
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
が
社
会
を
支
え
る
使
命
を

担
い
、
時
代
の
要
請
に
応
え
て
き
た
証
と
し
て
後

世
に
誇
り
を
も
っ
て
残
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
4

月
に
は
、
発
刊
の
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
乞

う
ご
期
待
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
一
方
で
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
決
し

て
平
坦
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
地
球
温
暖
化
に
よ

る
猛
暑
・
酷
暑
の
常
態
化
、
人
材
不
足
や
労
働
力

不
足
、
物
価
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
な
ど
の

コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
フ
レ
、
最
低
賃
金
の
大
幅

な
引
き
上
げ
な
ど
、
業
界
は
多
く
の
課
題
に
直
面

し
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
社
会
全
体
が
、  

Ｄ
Ｘ
推
進
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
と
い
っ
た
新
し
い
潮
流
の
中
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
変
化
を
的
確
に
と
ら
え
、
果
敢
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、

今
ま
さ
に
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
使
命
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
７
月

に
政
府
が
公
表
し
た
「
価
格
交
渉
に
関
す
る
指
針
」
は
、
価
格
転
嫁
な

ど
取
引
適
正
化
や
労
務
費
の
適
正
な
転
嫁
を
推
進
す
る
う
え
で
重
要
な

一
歩
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
、
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
に
お
い

て
「
適
切
な
価
格
転
嫁
の
円
滑
化
に
向
け
て
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
2
種

類
が
改
訂
さ
れ
、
価
格
交
渉
の
際
に
持
参
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
協
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
会
員
企
業
が
正
当
な
評
価
を
受
け
、
持
続

可
能
な
経
営
基
盤
を
確
立
で
き
る
よ
う
、
情
報
共
有
や
研
修
会
、
支
援

体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
10
月
21
日
に
は
石

破
政
権
か
ら
高
市
新
政
権
へ
の
移
行
が
行
わ
れ
、
新
た
な
政
治
の
も
と

で
、
経
済
・
雇
用
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
再
構
築
が
進
も
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
社
会
の
構
造
が
大
き
く
転
換
す
る
中
で
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
界
が
「
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
基
幹
産
業
」
と
し
て
、
よ
り
正
当

に
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
幸
い
に
も
、
２
０
２
５
年
度
の
理
事
会
・
委
員
会
・
部
会
と
も
に
計

画
ど
お
り
活
発
な
活
動
が
展
開
で
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

会
員
企
業
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
協
会
活

動
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
学
び
や
交
流
は
、
各
企
業
の
成
長
と
業
界
全
体

の
成
熟
を
確
実
に
後
押
し
し
て
お
り
、
そ
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
未
来
へ

の
力
に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
は
、

清
潔
・
安
全
・
快
適
と
い
う
社
会
の
基
盤
を
守
る
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」

で
あ
り
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、
私

た
ち
の
存
在
が
社
会
の
安
心
と
安
全
を
支
え
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
協
会
は
こ
れ
か
ら
も
「
原
点
を
忘
れ
ず
、
進
化

を
恐
れ
ず
」、
時
代
の
要
請
に
応
え
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
２
０
２
６
年

の
幕
開
け
に
あ
た
り
、
私
が
会
長
と
し
て
掲
げ
る
重
点
方
針
は
次
の
三

点
で
あ
り
ま
す
。

　
第
一
に
、「
会
員
企
業
が
稼
ぐ
力
を
高
め
る
」
こ
と
で
す
。
変
化
の
時

代
に
あ
っ
て
、
協
会
は
会
員
企
業
の
経
営
力
向
上
を
支
援
す
る
〝
チ
ャ

ン
ス
メ
ー
カ
ー
〞
で
あ
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
有
益
な
情
報
を
積
極
的

に
提
供
し
、
会
員
企
業
が
時
代
の
変
化
を
機
会
に
変
え
ら
れ
る
よ
う
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
二
に
、「
働
く
人
が　
誇
り
を
持
て
る　
職
場
環
境
の
構
築
」
で
す
。

社
会
を
支
え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、

安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、
私
た
ち
業
界
の
責
務
で
あ

り
ま
す
。
教
育
研
修
の
充
実
、
労
働
安
全
衛
生
の
徹
底
、
職
場
環
境
の

改
善
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、
次
世
代
に
誇
れ
る
職
業
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
三
に
、「
会
員
の
拡
充
と
組
織
力
の
強
化
」
で
す
。
業
界
全
体
の
存

在
感
と
発
信
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
新
し
い
仲
間
を
迎
え
入
れ
、
互

い
に
高
め
合
う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
既
存
会
員
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ

新
た
な
企
業
の
ご
紹
介
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
の
輪
を
広
げ
、

協
会
全
体
と
し
て
の
結
束
力
と
行
動
力
を
さ
ら
に
強
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
方
針
を
柱
に
、
協
会
は
「
現
場
に
寄
り
添
い
、
未
来

を
創
る
」
組
織
と
し
て
、
確
か
な
歩
み
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
困
難

の
先
に
は
必
ず
希
望
が
あ
り
、
努
力
の
先
に
は
確
か
な
成
果
が
あ
る
、

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
企
業
の
益
々
の
商
売
繁
盛
、
そ
し
て
本

日
ご
列
席
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
大
阪
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会　
　

　
　
　
　

会
長　

加
藤
浩
輔
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第
7
回

2
0
2
5
年
度理

事
会

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
1
月
9
日（
金
）　

1
月
9
日（
金
）　

帝
国
ホ
テ
ル
大
阪　
４
階　
桃
の
間

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

ビ
ル
メ
ン
の
課
題
に
つ
い
て
の

                                     

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

ビ
ル
メ
ン
の
課
題
に
つ
い
て
の

                                     

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
課
題
に
つ
い
て
、
A
I
に

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
ビ
ル
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
の

主
な
課
題
は
、
深
刻
な
人
手
不
足
と
従
業
員
の
高
齢

化
、
新
規
需
要
の
伸
び
悩
み
と
競
争
激
化
、
資
材
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
人
件
費
の
高
騰
に
よ
る
経
営
圧
迫
、

そ
し
て
業
務
の
非
効
率
性
（
紙
ベ
ー
ス
の
管
理
、
手

作
業
の
多
さ
な
ど
）
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
複
合

的
に
絡
み
合
い
、
特
に
中
小
企
業
を
中
心
に
収
益
性

の
低
下
や
技
術
継
承
の
困
難
さ
を
招
い
て
い
ま
す
。」

と
返
っ
て
き
ま
し
た
。
賢
い
A
I
な
の
で
、
そ
れ
ら

の
詳
細
に
つ
い
て
も
書
い
て
お
り
ま
す
。
曰
く

1
．
人
材
問
題
（
人
手
不
足
・
高
齢
化
・
育
成
）

2
．
経
営
・
収
益
性
の
問
題

3
．
業
務
効
率
と
D
X
化
の
遅
れ

4
．
既
存
建
物
の
老
朽
化
と
長
寿
命
化
へ
の
対
応

5
．
新
規
需
要
の
頭
打
ち
と
価
格
競
争

　

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
私
が
こ
の
業
界
に
入
っ
た
40

年
前
か
ら
、
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
も
思

え
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
か
ら
も
、
そ
う
変
わ
ら
な
い
課
題
と
し

て
残
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
で
は
何
も
解
決
し
ま
せ
ん
し
、
面
白
く
も
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
お
話
を
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
．
人
材
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
大
幅
に
削
減
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
24
時
間
の
緊
急
対
応
業
務
を
諦

め
る
、
と
言
う
事
だ
け
で
、
採
用
活
動
に
プ
ラ

ス
の
影
響
が
及
び
ま
す
し
、
労
働
時
間
の
削
減
、

Q
O
L
の
改
善
、
生
産
性
の
向
上
と
良
い
こ
と

が
多
い
と
言
え
ま
す
。

2
．
経
営
・
収
益
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
売
上
数

兆
円
ク
ラ
ス
の
超
大
手
総
合
ビ
ル
管
理
会
社
数

社
に
集
約
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
過
度
な
サ
ー
ビ
ス
合
戦
が
減
少
し
て
、

収
益
性
の
向
上
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
（
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る
と
難
し
い
で
す

が
、
何
ら
か
の
規
制
が
か
か
る
と
分
か
り
ま
せ

ん
）。

3
．
業
務
効
率
と
D
X
化
の
遅
れ
に
つ
い
て
は
、
所

管
官
庁
を
厚
生
労
働
省
か
ら
、
他
の
省
庁
に
代

え
る
事
で
、
効
率
化
が
進
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
（
荒
唐
無
稽
す
ぎ
て
あ
り
得
ま
せ
ん
が
）。

4
．
既
存
建
物
の
老
朽
化
と
長
寿
命
化
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
我
々
が
受
け
身
の
業
界
（
顧
客
の

資
産
を
管
理
す
る
事
が
基
本
）
で
あ
る
以
上
、

単
独
で
は
抜
本
的
な
解
決
は
困
難
で
す
。

5
．
新
規
需
要
の
頭
打
ち
と
価
格
競
争
に
つ
い
て
は
、

当
た
り
前
な
の
で
論
じ
る
こ
と
は
何
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

私
の
予
想
で
は
、
後
20
年
を
過
ぎ
る
と
サ
ー
ビ
ス

の
質
が
急
激
に
変
わ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
意
味
、
日
常
の
イ
ン
フ
ラ
が
維
持
で
き
な
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
に
は
断
水
し
て

も
誰
も
緊
急
対
応
が
で
き
な
い
。
数
日
間
の
断
水
を
、

許
容
し
て
頂
く
し
か
な
い
、
そ
の
よ
う
な
世
の
中
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
設
備
保
全
部
会　

土
居
博
志
）
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事務局からのお知らせ
1
．
審
議
事
項

　
　
⑴
2
0
2
5
年
度
第
6
回
理
事
会
議

　
　
　
事
録
承
認
の
件

　
　
⑵
委
員
の
新
規
追
加
の
件

　
　
　
　
設
備
保
全
部
会

　
　
　
　
平
和
興
業
㈱　
飯
田　
正
明
様

　
　
⑶
そ
の
他

２
．
報
告
事
項

　
　
⑴
正
会
員
退
会
に
つ
い
て

　
　
　
㈱
二
和
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

　

　
　
⑵
賀
詞
交
歓
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

　
　
　
い
て

　
　
⑶
そ
の
他

３
．
そ
の
他

４
．
次
回
日
程

　
　
2
月
6
日
（
金
）

　
　
三
役
会
議　
13
時
30
分
〜
／
小
会
議
室　
　

　
　
理
事
会　
　
15
時
〜
／
研
修
室

　　
　

　　
　

●２０２５年度

※詳細につきましては、大阪ビルメンテナンス協会ホームページをご覧ください

•開催日時：2月 20 日（金）9時～ 17 時 30 分（受付は 8時 40 分～）
　　　　　　2月 24 日（火）　　　　　　　〃
•会　　場：（一社）大阪ビルメンテナンス協会　8階　研修室・中会議室
•受講資格：新規講習…建築物環境衛生管理技術者、清掃作業監督者、ビル
　　　　　　　　　　　クリーニング技能士（１級）のいずれかの資格を有
　　　　　　　　　　　している者
　　　　　　再 講 習…「清掃作業従事者研修指導者講習会」修了者
　　　　　　　　　　　（期限が切れている場合も可）
•定　　員：各日　新規講習　24 名　再講習　60 名　【先着順】
•締め切り：1月 30 日（金）

　

「清掃作業従事者研修指導者講習会（新規・再講習）」のお知らせ

※定員に達し次第、受付を締め切らせていただく場合がございます

『おたより紹介』のコーナーへの投稿を募集しています
●題材…自由。
　協会への提言、季節雑感、詩、短歌、俳句、川柳等々、何でも結構です。
●字数…15 字×16 ～ 19 行の間に、本文、会社名、筆者名を全て記入して下さい。

おたより紹介コーナーおたより紹介コーナー
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委 

員 

会  

・  

部  　

会

■
経
営
委
員
会
　
11
月
25
日
（
火
）
出
席
者
11
名  

協
会  

研
修
室

　
議
案
①　
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
開
催
報
告
に
つ
い
て

　
議
案
②　
S
D
G
s
講
演
会
開
催
内
容
に
つ
い
て

　
議
案
③　
情
報
提
供
『
大
阪
・
関
西
万
博
の
よ
も
や
ま
話
』
に
つ
い
て

■
広
報
委
員
会
　
1
月
16
日
（
金
）
出
席
者
9
名  

協
会  

役
員
室

　
議
案
①　
「
O
B
M
マ
ン
ス
リ
ー
２
０
２
６
年
１
月
号
」
の
編
集
、
校
正
に
つ
い
て

　
議
案
②　
こ
み
ゅ
に
け
〜
し
ょ
ん
ず
初
春
号
V
O
L
・
1
0
7
の
編
集
、
校
正
に
つ
い
て

■
総
務
友
好
委
員
会
　
11
月
10
日
（
月
）
出
席
者
14
名  

協
会  

中
会
議
室

　
議
案
①　
O
B
M
賀
詞
交
歓
会
に
つ
い
て

　
議
案
②　
O
B
M
会
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
実
施
報
告
に
つ
い
て

　
議
案
③　
2
0
2
6
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

万
博
記
念
公
園 

優
先
予
約
に
つ
い
て

　
議
案
④　
甲
子
園
記
念
館
探
訪
・
酒
蔵
巡
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
9
日
（
火
）
出
席
者
16
名  

美
素
建
物
管
理
株
式
会
社  

研
修
室

　
議
案
①　
O
B
M
賀
詞
交
歓
会
に
つ
い
て

　
議
案
②　
甲
子
園
記
念
館
探
訪
・
酒
蔵
巡
り
実
施
報
告
に
つ
い
て

　
議
案
③　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
つ
い
て 

■
賛
助
会
世
話
人
会
　
11
月
10
日
（
月
）
出
席
者
11
名  

協
会  

研
修
室

　
議
案
①　
賛
助
会
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

　
議
案
②　
ミ
ニ
展
示
会
・
講
習
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
9
日
（
火
）
出
席
者
10
名  

美
素
建
物
管
理
株
式
会
社  

研
修
室

　
議
案
①　
ミ
ニ
展
示
会
・
講
習
会
に
つ
い
て

　
議
案
②　
賛
助
会
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

■
労
務
委
員
会
　
11
月
26
日
（
水
）
出
席
者
8
名  

大
阪
市
中
央
公
会
堂  

第
6
会
議
室

　
議
案
①　
K
Y
T
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告
に
つ
い
て

　
議
案
②　
2
0
2
6
年
度 

安
全
大
会
・
衛
生
大
会 

特
別
講
師
に
つ
い
て

　
議
案
③　
労
災
防
止
体
操
普
及
活
動
に
つ
い
て

　
議
案
④　
労
災
・
通
災
発
生
報
告
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
12
月
9
日
（
火
）
出
席
者
11
名  

協
会  

会
議
室

　
議
案
①　
労
災
防
止
体
操
普
及
活
動
に
つ
い
て

　
議
案
②　
労
災
・
通
災
発
生
報
告
に
つ
い
て

■
青
年
委
員
会
　
11
月
6
日
（
木
）
出
席
者
5
名  

協
会  

小
会
議
室

　
議
案
①　
大
阪
・
京
都
・
兵
庫
協
会
青
年
委
員
会
合
同
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
12
月
9
日
（
火
）
出
席
者
11
名  

け
む
り
や
フ
ラ
ワ
ー

　
議
案
①　
２
月
度
青
年
委
員
会
に
つ
い
て

　
議
案
②　
３
地
域
合
同
懇
親
会
に
つ
い
て

■
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
部
会
　
12
月
18
日
（
木
）  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
席
者
24
名 

大
阪
市
立
総
合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー  

第
６
研
修
室

　
議
案
①　
D
V
D
作
成
に
つ
い
て

　

私
は
、O
N
（
仕
事
）
は
厳
し
く
O
F
F
（
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
）
は
楽
し
く
と
い
う
事
を
常
々
、

当
社
メ
ン
バ
ー
に
話
し
て
お
り
ま
す
。
心
の
切

り
替
え
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
良
い
O
F
F
を
過
ご
す
に
は
趣
味

を
楽
し
む
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
や
人
間
関
係
の
構
築
・
新

し
い
事
へ
の
気
づ
き
な
ど
O
N
に
つ
な
が
る
部

分
も
多
く
（
切
り
替
え
で
き
て
な
い
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
が
）、
と
て
も
重
要
な

こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
た
か
と
い
う

と
、
私
は
新
卒
で
肉
体
的
・
精
神
的
に
と
て
も

ハ
ー
ド
な
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
今
で
い
う

ブ
ラ
ッ
ク
を
超
え
た
漆
黒
の
よ
う
な
仕
事
で
あ

り
私
の
同
期
は
数
年
で
ほ
と
ん
ど
辞
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
救
わ
れ
た
の
は
趣
味
の

釣
り
で
し
た
。
入
社
し
て
間
も
な
い
頃
の
苦
し

か
っ
た
時
に
、
休
み
が
取
れ
る
と
敢
え
て
休
息

せ
ず
に
無
理
や
り
で
も
釣
り
に
出
か
け
て
お
り

ま
し
た
。
体
力
的
に
は
と
て
も
し
ん
ど
か
っ
た

の
で
す
が
、
1
人
で
海
を
見
な
が
ら
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
精
神
的
に
持
ち
こ
た
え

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
人
賞
も

取
れ
そ
の
後
も
順
調
に
こ
な
す
事
が
で
き
、
現

職
に
縁
が
あ
り
円
満
退
社
す
る
ま
で
勤
め
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
で
も
、
一
番
苦
し

い
時
に
見
た
丹
後
半
島
（
京
都
府
）
伊
根
漁
港

の
風
景
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
趣
味
を
推
進
す
る
う
え
で
私
な
り
の

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
の
趣
味
を

否
定
し
た
り
自
分
の
趣
味
を
押
し
付
け
る
よ
う

な
事
は
し
な
い
と
い
う
事
で
す
。
人
の
趣
味
嗜

好
は
千
差
万
別
で
、
自
分
自
身
が
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
事
で
あ
れ
ば
イ
ン
ド
ア
・
ア
ウ
ト

ド
ア
な
ど
、
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
（
迷
惑
を
か

け
た
り
違
法
は
別
）。
趣
味
が
仕
事
と
い
う
人

も
い
る
か
も
…

　

少
し
私
の
趣
味
を
紹
介
し
ま
す
と
、
こ
こ
最

近
は
魚
を
釣
っ
て
美
味
し
く
食
べ
る
と
い
う
目

的
で
時
季
ご
と
に
色
々
な
海
へ
出
掛
け
て
お
り

ま
す
。
自
宅
は
奈
良
で
海
無
し
県
で
す
が
、
ど

の
地
域
の
海
へ
も
出
か
け
や
す
い
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
捉
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
加
太
や
明
石
・
尾
鷲
に

メ
バ
ル
や
ガ
シ
ラ
・
鬼
カ
サ
ゴ
と
い
う
魚
を
狙

い
、
鍋
や
刺
身
に
し
て
食
べ
る
の
が
楽
し
み
で

す
。春
以
降
、和
歌
山
で
ア
ジ
や
イ
サ
キ
の
シ
ー

ズ
ン
に
な
り
ま
す
。

　

夏
前
の
イ
サ
キ
は
「
麦
わ
ら
イ
サ
キ
」
と
よ

ば
れ
、
産
卵
シ
ー
ズ
ン
の
と
て
も
美
味
し
い
時

季
で
あ
り
刺
身
や
塩
焼
き
・
煮
付
け
な
ど
何
に

し
て
も
美
味
し
い
魚
で
す
。
夏
か
ら
は
、
加
太

や
鳥
羽
・
淡
路
島
で
タ
チ
ウ
オ
や
カ
ワ
ハ
ギ
を

狙
い
に
行
き
ま
す
。
う
ち
の
長
女
（
14
才
）
は

タ
チ
ウ
オ
、
次
女
（
11
才
）
は
カ
ワ
ハ
ギ
が
好

き
な
の
で
こ
の
頃
だ
け
は
家
族
か
ら
文
句
を
言

わ
れ
ず
出
か
け
る
事
が
で
き
ま
す
。
日
本
海
は

冬
と
て
も
荒
れ
る
の
で
、
春
か
ら
秋
ま
で
丹
後

半
島
に
ア
コ
ウ
や
ヒ
ラ
メ
を
狙
い
に
出
か
け
て

お
り
ま
す
。

　

一
部
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
趣
味
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。

　

是
非
、
皆
さ
ん
も
自
分
に
合
っ
た
趣
味
を
楽

し
み
一
度
き
り
の
人
生
を
充
実
さ
せ
ま
し
ょ

う
！

「
趣
味
を
楽
し
み
充
実
し
た
人
生
を
！
」

長

沼

陽

二

理　

事
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会員だより

●退会
〔正会員〕
・株式会社二和ビルサービス　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2025 年 12 月 31 日付）

広報委員会からのお知らせ

●ＯＢＭマンスリー巻頭原稿

●原稿内容：事業内容・おすすめ商品・社員

　　　　　　様等、なんでもＯＫです！写真

　　　　　　も載せられます！

●文 字  数：1000 字～1500 字　

　　　　　　※ご相談いただけます

★掲載料等は、一切不要です。

※掲載のお申込み、お問い合わせは、メール・お電話
　にて承ります！
　メール：osakabma@obm.or.jp  ＴＥＬ：06-4256-5371

「我が社のいちおし」 大募集！「我が社のいちおし」 大募集！

御社のイチオシしたい！ 
自慢したい！事を
ＰＲしませんか？

委員会からのお知らせ

いつも「ＯＢＭマンスリー」をご覧いただき誠にありがとうござ
います。
現在、  ＦＡＸでお届けしているＯＢＭマンスリーを、   メールでの配
信に変更することが可能です。
メール配信への変更をご希望の方は、ご希望のメールアドレスを事
務局（osakabma@obm.or.jp）までお知らせください。

事務局からのお知らせ

「ＯＢＭマンスリー」メール配信への
切り替えをご検討ください
　

※ご登録のメールアドレスにマンスリーが届いていない方、他不具合等がござい
　ましたらお手数ですが上記メールアドレスにご連絡お願いいたします。

【経営委員会】
●講演会

「ＡＩエージェント時代のＤＸ」

日時：2月 10日（火）　14時 00分～ 15時 30分
会場：大阪ビルメンテナンス協会 8階　研修室
講師：Ｂ＆ＤＸ株式会社　代表取締役社長　安部　慶喜　氏　

～ビルメン会社が取り組むべきＡＩを活用したＤＸ戦略について～

「外国人雇用の状況と育成就労制度を含む
                                                 制度改正の最新の動向」

日時：3月 16日（月）　14時 00分～ 16時 00分
会場：大阪ビルメンテナンス協会 8階　研修室
講師：弁護士法人Global HR Strategy　弁護士　杉田　昌平　氏

【賛助会世話人会】
●ミニ展示会・講習会
日時：3月 13日（金）　13時 00分～ 17時 00分
会場：大阪ビルメンテナンス協会 8階　研修室

株式会社アットデル、スマイルクリーパー協同組合、装栄株式会社、大一産
業株式会社、パナソニックリビング近畿株式会社、ビーフューチャー株式会
社、ペンギンワックス株式会社、株式会社ユシロ、株式会社リンレイ（予定）

【総務友好委員会】

●第 30 回  ＯＢＭボウリング大会のご案内
日時：2月 19日（木）　18時 30分 大会スタート
会場：心斎橋サンボウル　
募集：24チーム　
☆ご好評につき、レーン数を増やしました！

〈ミニ展示〉

株式会社アットデル、株式会社ユシロ
〈講習会〉
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丙
午
の
迷
信

...........................................................................................................................................

Ｋ Ｋ Ｃ お 薦 め 講 習 会

令和 8年 2 月に開催予定の講習は下記のとおりです。※3月は予定ありません。
申込先着順で、締切前でも定員に達し次第締め切らせていただきます。
詳細は、随時会員企業様にお送りしている開講案内、又はＫＫＣホームページ
（https://www.bmkkc.or.jp）にてご確認ください。

令和 8年 2 月に開催予定の講習は下記のとおりです。※3月は予定ありません。
申込先着順で、締切前でも定員に達し次第締め切らせていただきます。
詳細は、随時会員企業様にお送りしている開講案内、又はＫＫＣホームページ
（https://www.bmkkc.or.jp）にてご確認ください。

OBM行事予定

へんしゅうざっかん

編集雑感 .................................................................................................................

●清掃作業従事者研修　＜定員＞ 36 名

修了者には「修了証書」を交付します。

定員に達し次第締め切り。ご希望の方はお早めにお申し込みください。

＜日　時＞  2 月 17 日（火）9時 25 分～ 17 時 30 分

＜会　場＞ 江戸堀フコク生命ビル　8階研修室

＜対　象＞ 「建築物における衛生的環境の確保に関する法律（建築物衛生法）」第 12 条の 2 第

　　　　　 1 項第1号及び8号の登録を受けている事業所及び受けようとする事業所の従事者

＜申　込＞ 開講案内裏面の申込書にてお申し込みください。申込締切2月 3日 12時

●貯水槽清掃作業従事者研修　＜定員＞ 48 名

修了者には「修了証書」を交付します。

定員に達し次第締め切り。ご希望の方はお早めにお申し込みください。　

＜日　時＞  2 月 27 日（金）9時 25 分～ 17 時 30 分

＜会　場＞ エル・おおさか　研修室２

＜対　象＞ 「建築物における衛生的環境の確保に関する法律（建築物衛生法）」第 12 条の 2

　　　　　 第１項第 5号の登録を受けている事業所及び受けようとする事業所の従事者

＜申　込＞ 開講案内裏面の申込書にてお申し込みください。申込締切 2月 13日 12時

申込・問合先：一般社団法人関西環境開発センター（ＫＫＣ）教育訓練部
　　　　　　　～講習会のご案内はホームページでも随時お知らせいたします～

ＴＥＬ：０６－６８３６－７６５１　ＦＡＸ：０６－６８３６－７６５３
E-MAIL：bmkkc@swan.ocn.ne.jp　URL：https://www.bmkkc.or.jp/
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ビルクリーニング技能検定・２級（～ 27日）

ビルクリーニング技能検定・学科試験
ビルクリーニング技能検定・基礎級（～ 5日）

清掃作業従事者研修指導者講習会①

清掃作業従事者研修指導者講習会②

25
26
27
28
29
30
31
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
1 1
12

13
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15

16

17
18
19
20
21
22
23
24

1 日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

賛助会世話人会（外部会場）
公益・契約委員会

三役会議・理事会

設備保全部会
経営委員会セミナー「ＡIエージェント時代のＤＸ」
建国記念の日
近畿地区本部会議

警備防災部会
環境衛生委員会「大阪府との意見交換会」

経営委員会　　労務委員会
ビルクリーニング部会

広報委員会　　公益・契約委員会
第30回ＯＢＭボウリング大会

青年委員会（外部会場）

天皇誕生日

　

2
0
2
6
年
も
明
け
、
今
年
は
60
年
に
１
度
巡
っ
て
く
る

丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
の
年
で
あ
る
。

　

丙
午
と
言
え
ば
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。「
丙
午

（
ひ
の
え
う
ま
）
の
年
に
生
ま
れ
た
女
性
は
気
性
が
荒
く
、

夫
の
寿
命
を
縮
め
る
」
と
か
、
今
も
呪
い
の
よ
う
に
語
り
継

が
れ
て
い
る
。
言
わ
ば
「
丙
午
の
迷
信
」
で
あ
る
。

　
「
丙
午
の
迷
信
」
と
な
っ
た
き
っ
か
け
に
触
れ
て
み
る
と
、

古
代
中
国
で
発
祥
し
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
十
種
類

の
記
号
「
十
干
（
じ
っ
か
ん
）」
の
「
丙
（
ひ
の
え
）」
と
、

十
二
支
の
「
午
（
う
ま
）」
が
ど
ち
ら
も
火
の
性
質
を
持
つ

こ
と
か
ら
、
丙
午
は
火
の
力
を
象
徴
す
る
年
と
さ
れ
て
お
り
、

江
戸
時
代
初
期
に
あ
っ
た
「
丙
午
の
年
は
火
事
が
多
い
」
と

い
う
迷
信
に
さ
か
の
ぼ
る
ら
し
い
。

　

さ
ら
に
諸
説
あ
る
が
「
八
百
屋
お
七
」
の
物
語
も
ル
ー
ツ

と
さ
れ
て
い
る
。
お
七
は
火
事
を
き
っ
か
け
に
、
イ
ケ
メ
ン

の
彼
と
恋
仲
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
彼
と
別
れ
て
し
ま
っ
た
。

お
七
は
彼
に
会
い
た
い
一
心
で
火
事
に
な
れ
ば
ま
た
会
え
る

と
思
い
込
み
、
自
宅
に
放
火
し
火
あ
ぶ
り
の
刑
に
処
さ
れ
た
。

そ
の
お
七
の
生
ま
れ
た
年
が
丙
午
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

年
に
生
ま
れ
た
女
性
は
気
性
が
荒
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
迷
信
は
、
科
学
的
根
拠
の
な
い
恐
れ
や
願
望

か
ら
生
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
60
年
前
の

1
9
6
6
年
（
昭
和
41
年
）
は
「
丙
午
少
子
化
現
象
」
が
お

き
た
。
だ
が
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
。
高
校
や
大
学
の
受
験
倍

率
が
低
く
、
実
力
以
上
の
学
校
に
進
学
、
有
名
企
業
に
就
職

で
き
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
実
は
少
子
化
現
象
の
メ
リ
ッ
ト
に

あ
や
か
っ
た
人
物
の
一
人
は
私
で
あ
る
。

　

今
年
は
、
社
会
の
受
け
止
め
方
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

火
の
力
が
「
情
熱
」
や
「
行
動
力
」
を
象
徴
す
る
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
年
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
い
る
そ
う
な
の
で
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
力
強
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち

た
活
動
的
な
一
年
を
過
ご
そ
う
と
思
う
。
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